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市
役
所
本
庁
舎
前
の
花
壇
が
７
月
29
日
、
鷹
巣
農

林
高
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
模
様
替
え
さ
れ
、
鮮

や
か
な
夏
の
花
で
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
壇
は
、
市
が
鷹
巣
農
林
高
校
に
依
頼
し
、
季
節

ご
と
に
花
を
植
え
替
え
て
い
ま
す
。
春
は
ビ
オ
ラ
、

こ
の
夏
は
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
花

は
同
校
農
業
科
学
科
の
生
徒
た
ち
が
種
か
ら
育
て
た

も
の
。
生
徒
た
ち
が
４
種
類
3
5
0
鉢
の
花
を
本
庁

舎
ま
で
運
び
、
土
を
耕
し
た
上
で
花
壇
に
移
植
し
、

再
び
彩
り
豊
か
な
花
壇
に
変
身
し
ま
し
た
。

　

ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
は
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
の
１
年
草

で
、
名
前
の
と
お
り
一
夏
中
、
次
々
と
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
市
役
所
本
庁
舎
に
お
出
で
の
際
は
、
ぜ
ひ
、

生
徒
た
ち
が
植
え
た
花
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「
森
吉
山
讃
歌
」を
公
開
録
音

浜
辺
の
歌
音
楽
館
演
奏
会

　

男
声
（
テ
ノ
ー
ル
）
二
人
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ソ
ロ
・

デ
ュ
エ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
８
月
１
日
、
浜
辺
の
歌

音
楽
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ノ
ー
ル
に
は
、
日
伊
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
に
入
賞

さ
れ
て
い
る
渡
辺
直
人
氏
、
小
澤
征
爾
オ
ペ
ラ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
出
演
さ
れ
て
い
た
鳴
海
優
一
氏
、
ピ
ア

ノ
に
は
、
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
、
当
地

に
も
フ
ァ
ン
の
多
い
菊
池
大
成
氏
に
よ
る
演
奏
で
県

内
外
か
ら
訪
れ
た
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
２
０
０
７
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
山
岳

競
技
が
森
吉
地
区
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
と
し
て
、
山
の
愛
好
家
に
知
ら
れ
て
い

る
「
森
吉
山
讃
歌
（
庄
司
国
千
代
作
詞　

金
新
佐
久

作
曲
）
」
を
公
開
録
音
し
ま
し
た
。
今
後
Ｃ
Ｄ
化
し
、

国
体
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

迫力ある独特な歌声で聴衆を魅了。５年前に
確認された為三のピアノ作品２曲も県内では
はじめて演奏されました

市
役
所
の
花
壇
を
彩
る
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ

鷹
巣
農
林
高
校
生
が
植
栽

赤と白のニチニチソウで夏の花壇に変身

元気いっぱい、笑いもいっぱい楽しかった交流会

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
で
き
た
よ

　

米
内
沢
、
前
田
、
阿
仁
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

よ
る
学
童
保
育
交
流
会
が
8
月
1
日
、
前
田
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
71
人
の
小
学
生
が
色
々
な

ゲ
ー
ム
や
運
動
遊
び
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

森
吉
地
区
の
ク
ラ
ブ
と
「
阿
仁
合
児
童
ク
ラ
ブ
」

と
の
交
流
会
は
今
回
初
め
て
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、

笛
の
鳴
っ
た
数
だ
け
手
を
繋
い
で
友
た
ち
を
作
る
ゲ

ー
ム
で
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
、
フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ

た
リ
ン
グ
リ
レ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
児
童
が

自
分
で
絵
を
描
い
て
作
っ
た
名
刺
を
交
換
す
る
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

感
想
を
聞
く
と
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
「
楽
し
か
っ

た
」
と
の
返
事
が
返
っ
て
き
て
、
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ

れ
に
良
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

米
内
沢
・
前
田
・
阿
仁
合
学
童
保
育
交
流
会


